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翻訳の際に，リボソームにおいて，mRNA 上のコドン 3 文字と，tRNA 上のアンチコドン 3

文字が正しく対合することにより，正しい遺伝子発現が保証されている．tRNA アンチコドン隣

位  (37 位 )に対する修飾は，コドン‐アンチコドン対合をより強固にし，フレームシフトを防止す

る．真核生物や古細菌の幾つかの tRNA においては，37 位のグアノシンが，高度に修飾され

て，五員環 2 つと六員環 1 つからなる三環性構造を持つ一群の塩基  (Wye 塩基 )になる．

2006 年に，Wye 塩基への修飾を担う一連の酵素が酵母で同定された．まず，TRM5 酵素が，

グアノシン N1 位をメチル化し，続いて，TYW1 酵素が，Wye 塩基の基本骨格である三環性

構造を形成する．三環性構造を作成するために必要な 2 つの炭素の供給源は同定されてお

らず，反応機構は明らかでない．TRM5 と TYW1 による連続した反応は，真核生物と古細菌

で共通であろうと予測される． 
これまでに，P. horikoshii TYW1 ホモログの立体構造を，X 線結晶構造解析により 2.5Å

の分解能で決定した(図 1)．TYW1 ホモログは，アミノ酸配列から予測されていた通り，鉄硫

黄クラスターを有する radical AdoMet 酵素と考えられる構造であった．分子の中心にくぼみ

が存在し，このくぼみは生物種間で非常に高度に保存されており，かつ正電荷を帯びていた

ことから，tRNA を認識すると予測される．くぼみの内部に，3 つのシステイン残基に保持され

る鉄硫黄クラスター部位が 2 箇所見出された．そのうち 1 つは，鉄硫黄クラスターの存在とそ

の位置が，アミノ酸配列から予測されていたものだが，もう一方はアミノ酸配列からは予測でき

ないものであった．更に，鉄硫黄クラスターが実際に存在することは，鉄原子の異常分散を観

測することによって示唆された． 
今後は，TYW1 と tRNA との複合体の立体構造を解明することにより，反応機構をより明

らかにすることを目指している． 
 

図 1. P. horikoshii TYW1 の立体構造  
鉄硫黄クラスター位置を緑色で示す． 
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